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５．16分音符以下の細かい音符・休符、分別記号 
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８．速度・強弱・発想に関する標語と記号 
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練習問題 Ⅰ 

 

 

 

 

９．奏法に関する記号 

 

同じ高さの音の反復（分割） 
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       その他の記号 

 

     

    

 

  

   
 

   
 

 

 

 

 １０．装飾音  

短前打音と長前打音、後打音 
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１1．五線譜表における繰り返し及び省略法 
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「一番カッコ」「二番カッコ」 

    

 

   

 

    

 

 

 

       その他の諸記号（D.C.  D.S.  Fine  Coda） 
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練習問題 Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 16 - 
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１２．点字楽譜としての繰り返し及び省略法 

 

（１）レ下がりによる繰り返し法 
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（２）数字による繰り返し法 

 

 

 

    

    

 

 

 

    
 

 

 

 ☆「数字による繰り返し法」は、小節番号、練習番号等で区切って段落（パラレル）

とした時、その段落（パラレル）内でのみ使えます。 
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（３）小節番号による繰り返し法 

   小節番号は、単旋律の場合数符無しで３マス目に記し、１マス空けて楽譜を 

記します。 

   不完全小節で始まる時、最初の小節番号は０です。 

 

    

   

 

 

   

 

 

☆「小節番号による繰り返し法」は同じ段落（パラレル）内では使えません。 
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練習問題 Ⅲ 

      いろいろな繰り返し方法を使って 
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１３．和 音 
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（３）部分け・内分け法 （和音は音程法） 
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No.54 

１４．その他の諸記号 

 

       

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d 音符のまとまりを明確にする記号 

e  五線譜上のスラッシュ 

f  楽譜中の星印 

〔※：これらのスタッカートは軽く切る感じで〕 

a 楽譜のかっこ b 音符の上または下の臨時記号 

c 小さい音符 
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No.55 

No.56 

１５．タイトル、作曲者名、曲想、速度記号等の書き方 
（参照：点訳資料５「点字楽譜のレイアウト タイトル編」） 

 

 １）１行目  原本頁を 1 マス目から、点訳頁を 28 マス目から記す。（各頁に共通） 

 ２）２行目  題名（複数行に亘る場合、次行は 2 マス下げて記す） 

 ３）次行   作曲者名等 

 ４）次行   １行空ける 

 ５）次行   ５マス目から、曲想、速度記号、拍子調子記号を記す。 
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